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序論 

 

 ヨーロッパでは、遅くとも紀元前 4～5 世紀には、自らとは異なる世界としてのアジアに

対する認識が流通していたのみならず、中国に関する知識も存在したといわれる。この時

点における中国像とは、幻想の多く織り交ざったものだったが、それから二千年以上経過

した 19 世紀に入り、中国に対する関心は一つの学科、すなわち中国学（Sinologie）として

結実するに至る。この時期のラングレ（Louis-Mathieu Langlès）やレミュザ（Abel Rémusat）

を始めとする学者たちは、漢語や満洲語の高度な能力を獲得し、豊富な中国文献を利用し

ながら、中国の思想、言語、歴史、政治体制などに関する多角的、体系的研究を進めた。 

但しヨーロッパにおける中国学は、19 世紀に突然確立したわけではない。中国に対する

関心を醸成するだけでなく、中国に対する関心と研究のあり方を大きく転換させる役割を

果たしたのは、16～18 世紀に中国で活動したイエズス会士（以下、在華イエズス会士と呼

ぶ）である。1773 年に教皇クレメンス 14 世がイエズス会の廃止を宣言し、1775 年に廃止

命令が正式に在華イエズス会士に及び、この最後の世代の在華イエズス会士が死亡する 19

世紀初めまで、彼らの活動は継続した。歴代の在華イエズス会士は、16 世紀末に巡察師ヴ

ァリニャーノ（Alessandro Valignano）が打ち出した適応政策のもと、精力的に中国研究を進

め、その成果をヨーロッパへ送り続けた。 

著名な中国―ヨーロッパ間交流史研究者マンジェロ（David E. Mungello）は、特に 17 世

紀の在華イエズス会士が、ヨーロッパにおける「原基的中国学（proto-sinology）」の誕生と

発展を促し、ヨーロッパ人が中国を漠然と世界の果てにある半ば幻想上の存在として思い

描くことに飽き足らず、練り上げられた手法を伴う精密な探究の対象としての国＝curious 

land として捉える契機を生み出した、とする。またレミュザは、18 世紀前半の在華イエズ

ス会士こそ、従来の在華イエズス会士による中国研究に「科学の輝き（éclat scientifique）」

を与え、「大衆と知識人の注目を中国に引き付け」、「中国の文芸がヨーロッパで初めての成

功を収め」るための大きな役割を果たしたと評価する。 

諸先行研究においても、リッチ（Matteo Ricci）ら最初期の在華イエズス会士の他、マル

ティニ（Martino Martini）やル・コント（Louis le Comte）、『中国の哲学者孔子（Confucius Sinarum 

Philosophus）』（1687）の共同執筆者たちを代表とする 17 世紀のイエズス会士、そしてブー

ヴェ（Joachim Bouvet）、プレマール（Joseph Henri Marie de Prémare）、ドゥ・マイヤ（Anne Marie 

de Moyriac de Mailla）、ゴービル（Antoine Gaubil）を代表とする 18 世紀前半の在華イエズス
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会士に関する研究が圧倒的多数を占める。これに対し最後の世代、すなわち 18 世紀後半の

在華イエズス会士は、従来ほとんど注目されてこなかった。この問題点の多くは、先行研

究における大きな傾向、すなわち 17 世紀ヨーロッパにおける「原基的中国学」の萌芽から、

19 世紀における正式な中国学の完成に至る過程を直線的な過程として捉え、この間一貫し

て中国研究を牽引した在華イエズス会士における多元性や、世代ごとの差異をほとんど無

視していることに起因すると思われる。 

しかし 18 世紀後半の在華イエズス会士は、前の世代に劣らず精力的に中国研究を展開し

ている。18 世紀半ば、中国人キリスト教信者のガオ（姓名の漢文表記は不明, 欧文史料に

は Louis Gao 又は Aloys Ko と表記）とヤン（姓名の漢文表記は不明, 欧文史料には Étienne 

Yang と表記）の渡仏と帰国をきっかけに、当時北京四堂のうち北堂＝西安門内蚕池口内天

主堂に居住していたフランス出身の在華イエズス会士と、フランス国務卿ベルタン

（Henri-Léonard Jean Baptiste Bertin）との間に、中国に関する情報をやり取りするための文

通が開始され、18 世紀末まで続いた。 

この文通を通してヨーロッパへ送られた報告のうち、重要なものはベルタンの指揮のも

と、編纂、出版された。これが『中国の歴史、科学、技芸、風俗、慣習などに関するメモ

ワール（Mémoires concernant l'histoire, les sciences, les arts, les mœurs, les usages, &c. des 

Chinois）』全 16 巻（1776-1814）である。以上のガオとヤンの渡仏、およびベルタンらフラ

ンス高官との交流については、後藤末雄およびドエルニュ（Joseph Dehergne）の各研究に詳

しい。こうして『メモワール』はヨーロッパ知識人の間に広く流通し、彼らの中国に関す

る著述の情報源、引用元となった。 

『メモワール』を前の世代、すなわち 18 世紀前半の在華イエズス会士による報告を集め

た、著名な『イエズス会宣教師による、外国宣教について書かれた啓発的で好奇心をそそ

られる書簡集（Lettres édifiantes et curieuses, écrites des missions étrangères par quelques 

Missionnaires de la Compagnie de Jesus）』全 34 巻（1702-1776）と比較すると、両者の間には

興味深い差異が認められる。『書簡集』は、世界各地に赴いた（主にフランス出身の）イエ

ズス会宣教師の手紙を集め、フランスで編纂、出版された。『メモワール』が出現する以前、

啓蒙思想家を含むヨーロッパ知識人にとって、中国に関する最も重要な情報源の一つが『書

簡集』だった。 

『書簡集』は、在華イエズス会士とフォントネル（Bernard le Bovier de Fontenelle）やドゥ・

メーラン（Jean Jacques Dortous de Mairan）らアカデミー人士との文通を多く含み、18 世紀
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前半の在華イエズス会士が、同時代ヨーロッパの先端的な思想や科学技術と接触していた

ことが窺える。しかし『書簡集』の大部分は、ヨーロッパにおけるイエズス会関係者に宛

てた、カトリック宣教に関する内容で占められている。これに対し、『書簡集』の後を継い

だ『メモワール』は、宣教に関する内容をほとんど含まない。フランス国立図書館

（Bibliothèque nationale de France）などに蔵された報告の手稿と出版物を比較すると、手稿

自体が宣教に関する内容を含まない場合と、手稿が編纂を経て出版へと向かう過程で、カ

トリック宣教に関する内容が削除される場合の両方が認められる。その背景には、在華イ

エズス会士の主な文通相手で『メモワール』の編纂と出版を手掛けたベルタンの意向、さ

らに間接的には『メモワール』が流通した諸アカデミーにおける、神学的議論を避ける傾

向があったと推測される。 

上記の如く、18 世紀後半の在華イエズス会士の中国研究を取り巻く背景は、前の世代と

大きく異なっていたと考えられ、その内容と背景、独自性について明らかにすることは、

ヨーロッパにおける中国学の展開を考える上で不可欠の作業といえる。 

先行研究が抱えるもう一つの大きな問題点として、ヨーロッパ側史料を主とし、在華イ

エズス会士が中国研究のため選択、参照した漢文および満文の中国文献については検討し

ていないことが挙げられる。これは特にピノ（Virgile Pinot）やガイ（Basil Guy）を嚆矢と

する、フランス文学を主とする研究者の著作に顕著な傾向である。彼らの主な論点は、中

国に関する報告がヨーロッパに伝わった後、いかに啓蒙思想家などヨーロッパ知識人の思

想の変遷に関わったかという問題にあるが、そもそもヨーロッパに伝わった報告（大半が

在華イエズス会士の手による）がいかなる情報源、すなわち中国文献を典拠とし、それら

の情報源と比較してどの程度忠実に、あるいは逸脱して翻訳、作成されたのか、という基

本的な点に触れていない。しかし、当時のヨーロッパ知識人のほとんどは中国文献を原語

で読解する能力を持たず、在華イエズス会士による報告に依拠せざるを得なかったため、

在華イエズス会士による中国文献の選択および翻訳の性質は、当然ながらヨーロッパ知識

人による中国理解に根本的な影響を与えたはずである。 

さらに、在華イエズス会士は、同時代中国における思想の変遷から絶えず様々な作用を

受けており、こうした作用が中国文献の選択と翻訳の仕方に反映されたとすれば、間接的

にせよ、ヨーロッパにおける中国理解のあり方そのものが、同時代中国思想によって方向

付けられた可能性も開かれる。 

上記の状況を踏まえ、本論文では、18 世紀後半の在華イエズス会士に光をあて、彼らと
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同時代中国ならびにヨーロッパの各思潮との関わりが、いかにその中国研究に従来との連

続と断続の両面をもたらしたのか、明らかにしようと試みた。そのために主な研究対象と

して、18 世紀後半の在華イエズス会士のうち、中国に関する最も膨大な報告をヨーロッパ

へ送ったアミオ（Jean-Joseph-Marie Amiot）を取り上げた。 

アミオの経歴については、ロシュモンテクス（Camille de Rochemonteix）の著作において

整理された後、ダヴァン（Emmanuel Davin）、また最近になってエルマン（Michel Hermans）

の論文によって補われた。但しこれらはいずれも、ヨーロッパ側の史料に依拠して書かれ

ており、本論文では中国側の史料を補いつつ、アミオの経歴を整理した。アミオは 1718 年

にフランスのトゥーロンで生まれた。フランス各地のイエズス会修練院やコレージュにて

学業を積んだ後、海外宣教を志望し、1749 年に中国へ向けて出発し、1750 年にマカオに到

着した。その際、アミオらを清朝宮廷に迎え入れることを請願する上奏文が、当時乾隆帝

の宮廷画家として仕えていた、イタリア出身の在華イエズス会士カスティリオーネ

（Giuseppe Castiglione）から提出されている（乾隆 15 年 11 月 18 日）。当該の上奏文には、

アミオ（中国名は銭徳明）が「律呂〔音楽〕に通暁する」ことがうたわれ、彼が当初は音

楽の技能によって推挙されたことを示している。但し結局、アミオは内閣蒙古堂繙訳とし

てラテン語（・ロシア語）－満洲語（・漢語）間の翻訳に従事することになったようであ

る。その一方で、前述の如く中国研究を精力的に展開し、膨大な報告をヨーロッパへ送っ

ている。 

本論文では、基礎作業として、アミオが報告作成の際に選択、参照した中国文献（漢語

と満洲語の両方を含む）を調査し、それらの中国文献とアミオの報告との比較対照を通じ

て、アミオの報告が中国におけるいかなる思想を反映しているのか、分析した。さらに中

国文献から逸脱した記述、すなわちアミオ独自の思想が提示されたと思われる記述を確定

し、歴代の在華イエズス会士および同時代ヨーロッパ知識人による著作と比較し、その歴

史的背景と独自性について検討を行った。 

 

第一章 孔子像の創造と典礼論争 

16 世紀末に初めて中国に入り、活動を開始した在華イエズス会士が、適応政策を宣教活

動の基本方針としたことはよく知られている。適応政策とは、古来中国における支配層お

よび知識人の思想と行動を規定してきた儒教を、キリスト教と調和可能なものとみなし、

儒教の権威を利用して宣教を進めようとするものである。こうした政策のもと、在華イエ
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ズス会士は、儒教について研究を重ね、その成果を中国宣教に生かすだけでなく、ヨーロ

ッパへ送り続けた。これらの報告は、ヨーロッパ知識人の間においても大きな関心を呼び

起こした。特にそのきっかけとなったのは 17 世紀の在華イエズス会士が共同執筆し、『孟

子』を除く四書のラテン語訳を主とする『中国の哲学者孔子』（1687）である。マンジェ

ロ、メイナード（Thierry Meynard）、井川義次らの研究によれば、『中国の哲学者孔子』は

主に明の張居正による経書『直解』シリーズに依拠して書かれ、多分に宋学を反映した内

容となっている。そもそも『中国の哲学者孔子』が儒教の概説を企図しつつ、内容的には

四書の翻訳を主体とすること自体、宋学的態度の表れといえよう。五経がヨーロッパ諸語

に訳されたのは 19 世紀以降のことである。『中国の哲学者孔子』は、儒教＝孔子の教えと

し、孔子＝儒教の開祖とする認識を根付かせた。 

このように『中国の哲学者孔子』が描き出した孔子像は、17 世紀末以降、ヨーロッパで

大きな影響力を持った。本章における大きな問題意識は、このように『中国の哲学者孔子』

が確立した孔子像が流通する中で、18 世紀後半にアミオが著した『孔子、すなわち俗にコ

ンフュシュス〔孔夫子〕と呼ばれ、中国の哲学者の中で最も名高く、古代の教えの復興者

である人物の生涯（La vie de Koung-tsee, appellé vulgairement Confucius, le plus célébre d’ entre 

les philosophes chinois, et restaurateur de l’ ancienne doctrine, 以下『孔子伝』）』がいかなる

独自性を持ち、そのことがどのような歴史的意味を持つのかという点にある。これまで『孔

子伝』全体および細部に関する歴史的分析といえる先行研究は現れていない。 

『孔子伝』は 1784 年にヨーロッパへ送られ、1786 年発行の『メモワール』第 12 巻に収

録された。『中国の哲学者孔子』も簡略な孔子の伝記を含むとはいえ、『孔子伝』はその

全体が孔子の誕生から死までの詳細な言行録となっており、ヨーロッパで初めての本格的

な孔子の伝記といえる。この点において『孔子伝』が歴史的重要性を持つのは当然だが、

本章ではより深くその内容を分析し、そこに現れた孔子像を掘り起こす作業を通して、『孔

子伝』の独自性を検討した。 

18 世紀前半、『中国の哲学者孔子』を主な情報源とする様々な著作が、ヨーロッパ知識

人によって生まれた。儒教の伝統的な祭天儀礼や祖先祭祀に関する内容を多く含むという

性質上、これらの著作の執筆および流通は、17 世紀末以降激化しつつあった典礼論争と密

接に絡み合いながら展開した。リッチら最初期の在華イエズス会士によって打ち立てられ

た、儒教経書における「天」や「上帝」を「天主」＝カトリックの神と同一とみなす方針

は、典礼論争のなかでパリ大学神学部と教皇によって否定され、こうした内容を含むとみ
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なされた書物も批判の対象となった。またこうした批判を回避すべく、世俗的、道徳的側

面が強調された孔子像が創造され、流通するに至った。 

以上の状況を踏まえた時、典礼論争が沈静に向かうなかで現れたアミオ『孔子伝』は、

次の如き歴史的意義を持つといえる。『孔子伝』は、『孔子聖蹟図』や『聖門礼楽統』を

始めとする明清代中国で出版された孔子関係著述を主な典拠とし、それらをほぼ忠実に翻

訳する一方で、一部に『孔子聖蹟図』や『聖門礼楽統』に拠らず、『孔子家語』に基づく

と思われる部分を集中的に含む。しかもこの『孔子家語』に基づく部分は、原文から大き

く逸脱した解釈をも度々含むという点で、全体のなかで明らかに異質である。この部分に

こそ、まさに祭天儀礼や祖先祭祀をめぐる議論が含まれている。そこに見られる、祭天儀

礼が犠牲奉献を伴う、唯一かつ最も重要な祭祀だという主張、「天」と「上帝」を暗にキ

リスト教の神になぞらえた解釈は、典礼論争によって否定された最初期の在華イエズス会

士の方針を、再び掲げたものと捉えることができる。 

 

第二章 中国音楽における科学（science）の発見 

16～18 世紀における中国・ヨーロッパ間の交流において、音楽は比較的重要な領域であ

った。例えばリッチは、明の万暦帝にヨーロッパの楽器を献上し、ヨーロッパへの報告で

中国の様々な音楽に関する所感を述べている。また清朝においては、イタリア出身のラザ

リスト会宣教師ペドリニ（Teodorico Pedrini）は、康熙帝の命によって宮廷音楽教師を務め

た他、西洋音楽の理論を、初めて本格的に中国人向けに解説した『律呂纂要』、『律呂正

義続編』も編纂された。その一方で、18 世紀後半には、中国の音楽をヨーロッパへ向けて

紹介する著作も現れた。本章で取り上げたのは、その代表的著作、すなわちアミオの『古

代および近代の中国音楽に関するメモワール（Mémoire sur la musique des chinois, tant anciens 

que modernes）』である。 

『中国音楽に関するメモワール』に関する先行研究の中で、最も先駆的かつ重要なのは、

チェン（Ysia Tchen）の著作である。チェンは、アミオが音楽に関する中国の古典籍を扱う

際、こうした古典籍における「曖昧ではっきりしない、時に荒唐無稽な議論」が、それら

について「科学的（scientifique）で正確な提要を作成することを、非常に困難にしている」

とし、アミオが大きな紙幅を割いて説明した、卦や河図洛書と音律の結びつきについて、

ほぼ無視している。しかし、こうした卦や河図洛書と音律の結びつきは、アミオ報告にお

いて見過ごすことのできない部分を成すだけでなく、18 世紀フランス人のアミオにとって
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これらは、「科学（science）」に深く関わるものだったと考えられる。本章ではこの点を中

心に検討した。 

アミオは、18 世紀フランスの音楽理論家ルーシェ（Pierre Joseph Roussier）がとなえた、

中国の音楽システムがエジプトに由来するという説に対し、中国音楽がエジプトやギリシ

アのものより起源が古く、独自に完成されたものだという反論を展開している。こうした

論争の背景には、古代文明に普遍性を見出し、文明の起源に遡ろうとする欲求が 17～18 世

紀ヨーロッパ知識人の間で高まったこと、さらにその起源をエジプトに見出そうとする傾

向の顕在化がある。いわゆるエジプト人中国植民説も、この思潮と密接に絡み合いつつ流

行した。 

しかしアミオの議論は、中国音楽の起源の古さを主張するのみに止まらない。アミオは、

このように遥か古代に確立された中国音楽において、万物を支配する「宇宙の調和」の発

見へと導く「科学（science）」が見出されることを証明しようと試みた。アミオをこうした

試みへと方向付けたのは、18 世紀当時のヨーロッパ知識人たちが科学、特に思弁的な科学

（sciences spéculatives）が中国で進歩をみたか否かという問題に対し、しばしば否定的な見

方を表明していたからだと思われる。この見方は、在華イエズス会士が過度に中国を理想

化しているという、やはり当時広く見られた批判と密接に結び付きつつ、自然誌学者ソヌ

ラ（Pierre Sonnerat）らによって示された。 

さらに、上記の見方の背景には、当時のヨーロッパにおける新しい科学をめぐる様々な

探究があった。音楽に関しては、ラモー（Jean Philippe Rameau）がその著書『自然の原理に

還元された和声論（Traité de l’ harmonie, reduite à ses principes naturels）』などにおいて、数

学的原理に基づく和声理論を確立し、根音バス（basse fondamentale）の理論を生み出したこ

とが、科学の発見として称賛された。 

アミオが中国音楽に見出そうとしたのは、まさに上記の如く当時ヨーロッパ知識人たち

の関心の焦点にあった「科学（science）」である。アミオは、古来中国で音律生成と結び付

けられてきた卦、およびそれが象徴する所の陰陽二気の相互生成理論に科学を見出し、こ

れをラモー、および彼を含む同時代ヨーロッパ人が発明した諸科学の原型として、ヨーロ

ッパ知識人の眼前に示そうと試みたといえる。 

アミオは、中国音楽に関する報告を作る際、主に朱載堉『楽律全書』に依拠した。『楽

律全書』はその名の如く、音楽理論を総合的に解説した書物であり、明代中国を代表する

音楽書であるだけでなく、十二平均律の理論を打ち立て、明・清代中国における音楽理論
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研究の主な拠り所となった。中国音楽に科学を見出し、中国における科学の進歩を証明し

ようとするアミオの試みは、朱載堉による新しい音楽理論の確立、およびその普及という

同時代中国における思潮と深く関わっていたものと考えられる。 

 

第三章 メスメリズムと陰陽理論の邂逅 

18 世紀ヨーロッパにおける先端的な科学と、中国の陰陽理論を結び付ける試みは、アミ

オの別の報告にも見られる。第三章では、メスメリズムと陰陽理論の関わりを主題とする

アミオの報告を取り上げた。 

特に宋学的な形での陰陽理論は、アミオに先行する在華イエズス会士にとっては概ね障

壁として立ちはだかった。序論で述べた如く、在華イエズス会士は入華以来適応政策を採

ったが、知性を備えた人格神を万物生成の根元とするキリスト教の宇宙観を、太極や理に

よって万物が生成変化するという理論に「適応」させることには、相当の困難があったよ

うである。 

これに対し、アミオが 18 世紀末にヨーロッパへ送った幾つかの報告は、従来のヨーロッ

パ知識人および在華イエズス会士による陰陽理論理解の歴史に、大きな変化を付け加えて

いる。その大きな契機として働いたのは、メスメリズム（mesmérisme）という、18 世紀末

ヨーロッパに大きな反響を巻き起こした科学（あるいは擬似科学）との出会いである。メ

スメリズムとは、ドイツ出身の医師メスマー（Franz Anton Mesmer）が創始し、ウィーンや

パリで実践に移された治療法で、「流体（fluide）」と「動物磁気（magnétisme animal）」とい

う鍵概念を中心として構成される。アミオは、メスメリズムの支持者らから、メスメリズ

ムの有効性の証明に役立つ情報について中国で調査することを求められた。 

アミオがまず注目したのは、中国における伝統的な治療、養生の術である。アミオは自

分が実際目にした、道教における功夫（もしくは工夫）や、剃頭匠による按摩の様子につ

いて報告し、また唐初の道士で医者の孫思邈（581-682）が行ったとされる「懸糸診脈」の

伝説を紹介した。とりわけ功夫や剃頭匠による実践に対しては、従来の在華イエズス会士

（入華初期のアミオ自身を含む）は「シャルラタン的言動（charlatanerie）」や「タバラン

（Tabarinage）」と呼び、真正な「医者」ではないという侮蔑を込めて触れるのみだった。こ

れに対しアミオは、メスメリズムとの出会いを経たことで、上記の中国における治療、養

生の術とメスメリズムとの共通性を見出すことに取り組み、陰陽の気の均衡を回復すると

いう中国の伝統的な治療、養生の理念を、動物磁気の作用によって神経内に流体の干満を
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生み出し、乱れた均衡を回復させるというメスメリズムの理念に重ね合わせる形で説明し

ている。 

アミオはさらに、如上の様々な治療、養生の術の理念的核心である、陰陽理論へと議論

を進める。アミオは陰陽や太極といった概念を「動物磁気」や「流体」といったメスメリ

ズム特有の概念を用いて翻訳することで、陰陽理論とメスメリズムの間に対応関係があり、

陰陽理論に照らしてメスメリズムが有効であることを証明しようと試みている。但しアミ

オの探究は、ただ単に陰陽理論とメスメリズムの対応関係を示すことに止まらない。両者

の対応関係を説明するなかで、アミオはスコラ哲学、あるいはニュートン科学にも頻繁に

言及し、そうしたいわば雑多な、別の言い方をすれば非常に 18 世紀末的な知識の総体に陰

陽理論を接続しようとしたといえる。 

リッチやロンゴバルドら 17 世紀の在華イエズス会士は、中国の太極や理、陰陽の概念を

カトリックの万物生成観とは全く関わりの無いものとして捉え、特に太極や理に対しては

概ね否定的な見解をとった。これと全く異なり、18 世紀前半の在華イエズス会士、および

当時中国思想研究者としてもヨーロッパを代表する存在だったライプニッツは、太極や理、

陰陽を神そのものとして捉えた。 

以上の解釈と比較した場合、アミオの陰陽理論理解には、以下の如き独自性が認められ

る。アミオは、太極や理、陰陽の各概念に対し「有形だが不可視の作用因」、「物質的原理」、

「純粋に物質的な作用因」などといった解釈を加えており、あくまで自然界に属する有形

の物質として捉えたといえる。さらにスコラ哲学の枠組みを利用した点において、アミオ

の理解は 17 世紀の在華イエズス会士たちと近いともいえる。 

但しアミオは、太極を「創造者が存在させておく限り、創造された空間全体を占める」、

また「至高存在（Être suprême）に従い、それ〔至高存在〕から最初の推進力を与えられる」

とも述べている。すなわちここでは、17 世紀の在華イエズス会士の如く太極などがカトリ

ックの万物生成観と切り離されるのではなく、むしろ太極を頂点とする陰陽理論をカトリ

ックの神と接続してみせているのである。 

またその一方で、アミオは陰陽理論とメスメリズムの対応関係を示し、さらにニュート

ン科学から諸概念を借用することによって、陰陽理論とこれらの新しい科学（あるいは疑

似科学）をも接続している。すなわちアミオの独自性とは、もはや従来の如く中国の陰陽

理論がカトリックの教義と調和可能か否かという地点に議論を止めるのではなく、陰陽理

論がいかに科学として有効か、すなわちいかに自然界の解明に寄与し得るかという次元に
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焦点を移した点にある。 

 

第四章 清朝の政治運営における公（public）の発見 

第四章では、清朝の政治運営に関する報告について検討した。アミオは、同時代中国で

定期的に発行された官報である邸報に基づき、乾隆帝および清朝官僚による日々の政務に

ついて、多くの報告を残した。 

アミオの報告においてまず特徴的なのは、乾隆帝の三つの顔、すなわち国家として最も

重要な祭天儀礼の主宰者としての顔、人民の父としての顔、そして文と武の両方の領域に

おける指導者としての顔について、詳細に伝えた点である。祭天儀礼の主宰者としての乾

隆帝について、アミオは「神官長（Grand-Prêtre）」、「供物を捧げる大祭司（Souverain 

Sacrificateur）」、「信仰指導者（Chef de la Religion）」といった用語で表現している。18 世紀

後半のヨーロッパ人の知識において、これらは主に古代ユダヤの神権政治における大祭司

職の性質を表した。 

アミオが上記の用語を選択した背景には、第二章でも触れたエジプト人中国植民説の流

行がある。アミオは、別の報告『諸遺物によって証明される中国の古さ（l’ Antiquité des Chinois, 

prouvée par les monumens）』で、中国人は古代エジプト人の植民ではなく、直接ノアの子孫

に由来するのであり、伏羲氏はノアの子孫から「天、すなわち上帝、すなわち神」の教え

を受け継ぎ、「供物を捧げる大祭司（grand Sacrificateur de la Nation）」としての権限をもって

上帝に対する祭祀を行うことを始めた、と述べている 。以上の言説も考え併せると、乾隆

帝に対し古代ユダヤの大祭司を主に表す諸呼称を用いることは、中国人がノアの子孫を媒

介とする原始キリスト教の正統な継承者であり、真正な神についての教えが現在も保存さ

れているという主張として、受け取ることができよう。 

また第一章で明らかにした如く、中国皇帝による祭天儀礼を、物質としての蒼天ではな

く不可視の創造者を崇拝するための祭祀とする主張が『孔子伝』に隠されていたことを考

え合わせると、清朝皇帝における、祭天儀礼の主宰者としての側面を強調するアミオの態

度には、やはり儒教の「天」や「上帝」＝「天主」とする最初期の在華イエズス会士の方

針への回帰が認められる。 

乾隆帝の人民の父としての側面については、アミオは元の中国文献には含まれない「朕

は皆の共通の父である」や、「〔民は〕朕にとっては同じ赤子である」といった文言を翻訳

に付加することで、強調している。また文武の両領域における指導者としての側面につい
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ては、殿試における試験官としての乾隆帝の振舞いについて触れ、その重要性は清朝皇帝

の「神官長」としての側面、人民の父としての側面に劣らず、こうした「教義指導者（Maître 

de la Doctrine）」としての姿をも備えることによって、はじめて「天子」として十全たり得

ると述べている。さらに、如上の文の領域の指導者としての側面を「漢人君主を特徴づけ

る」ものとすると共に、旗人の騎射能力の向上策などに現れた武の領域の指導者としての

側面を「満人君主を特徴づける」ものと表現している。 

アミオによる、如上の乾隆帝の表象に関しては、王がしばしば人民の父として、あるい

は戦士貴族の指導者として表象されてきた、フランスにおける伝統が作用を及ぼした可能

性が考えられる。また中国皇帝による祭天儀礼の主宰や、人民に対する父として示す慈愛

や譴責については、17 世紀以来様々な在華イエズス会士がヨーロッパへ伝えており、アミ

オの報告は概ねこうした従来の中国皇帝観を継承しつつ、より詳細にしたものといえる。 

 但しアミオは、中国における政治運営について、専ら皇帝の振舞いのみを通してのみ描

くのではなく、阿桂ら清朝官僚による政治参与についても膨大な報告を残した点で、従来

の在華イエズス会士と大きく異なる。例えば乾隆 48 年における体仁閣の火事の際、留京治

事として処理にあたった阿桂の振舞いについて、元の中国文献には含まれない文言を多く

付け加えながら詳述しており、アミオによる阿桂像はほとんど英雄的とすらいえる。 

さらにアミオは、皇帝と軍機大臣らとから構成される、政治的最終決定機関について繰

り返し取り上げ、これについて皇帝が最終裁決に至るまでに必ず様々な官僚の意見を聞き、

特に「公共善（bien public）」をもたらす意見には従う、と表現する。これ以外にも、清朝の

政治運営に関するアミオの報告には、「公（public）」の語が散見される。興味深いのは、こ

れらの「公共善（bien public）」や「公（public）」に該当する語が元の中国文献に見られず、

明らかにアミオが独自に付加したと思われる点である。こうした翻訳上の操作を通して、

アミオは清朝の政治運営が皇帝の独断専行によるものではなく、皇帝と官僚が協同して推

進しており、さらに政治上の様々な判断が「公」であるか否かという基準に照らして下さ

れる、という印象をヨーロッパの読者に対して与えようと企図したものと捉えられる。 

以上の如く、アミオは基本的には邸報に依拠しつつ、そこから逸脱した文言を翻訳の様々

な個所に付加することによって、如上の清朝政治像を練り上げた。そこに現れたアミオの

態度は、まず彼が官報である邸報を用いたことにより、かなりの程度清朝を肯定的に捉え

るべく方向づけられたと思われる。さらに重要なのは、アミオの議論の背景に、当時のヨ

ーロッパにおいて中国政治を専制的なものとする見方が優勢を占めていたことである。こ
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うした見方は、第二章でも登場したソヌラによって発表され、それがカントを始めとする

当時のヨーロッパ知識人の中国観に大きな影響を与えたとされる。さらにフランス革命前

における公衆、公論そして公共性をめぐる議論の活発化も、アミオの報告に少なからぬ影

響を与えたものと考えられる。 

 

第五章 文芸共和国における普遍語としての満洲語 

第五章では、『御製盛京賦』のフランス語訳、『タタール満洲語の文法（Grammaire 

Tartare-Mantchou ）」』そして『タタール満洲語・フランス語辞典（ Dictionnaire 

Tartare-Mantchou-François）』全三巻を中心に、清朝特有の公用語として機能した満洲語に対

するアミオの見方について論じた。 

清朝入関以降、宮廷に仕える在華イエズス会士は満洲語の修得に努め、清朝皇帝に対す

るヨーロッパ科学の進講を満洲語で行い、『通鑑綱目』等の漢籍を満洲語版に基づいて翻訳

し、その原典と共にヨーロッパへ送るなど、満洲語に日常的に触れていた。しかし 17～18

世紀前半の在華イエズス会士は、満洲語を漢語、そしてヨーロッパ諸語と同等に研究の価

値がある言語として示すことはなかった。ヨーロッパの人々に対し、初めて満洲語をヨー

ロッパ諸語と同等の精密さを持つ言語とし、学習や研究すべき対象として明確に提示した

のは、アミオである。アミオは満洲語の文法を、18 世紀当時ヨーロッパにおいて普遍語の

地位を占めていたフランス語に擬して説明するだけでなく、フランス語と同等に「明晰な

（clair）」言語として提示した。 

このようにアミオが、満洲語を精密かつ「明晰な」言語として描き出そうと努めた背景

には、18 世紀後半の中国における様々な満洲語関係書物の編纂という状況があった。まず、

アミオが満仏辞書を編むにあたって最も多く参照したと思われるのは、李延基による満漢

辞書『清文彙書』だが、従来の辞書が基本的に一つの見出し語に対し一つの訳語をあてて

いるのとは異なり、見出し語に対しかなり説明的な解説を付している。こうした辞書がほ

ぼ同時代に出版されたことにより、アミオは満洲語の語彙をより精密に、明確に把握する

手掛かりを与えられた。 

さらに重要なのは、乾隆帝の下で進められていた満洲語改革、そしてその集大成として

の『御製増訂清文鑑』（1771）編纂事業である。アミオは、この事業によって「我々がヨー

ロッパで有している言語と同じく完全な言語を持つことになる」と述べている。このよう

にまさに同時代中国で進行中の、王朝による満洲語改革事業は、満洲語を研究の価値ある
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対象とし、フランス語を始めとするヨーロッパ諸語と同等に精密かつ明晰な、「完全な」言

語としてヨーロッパ知識人に提示しようとするアミオの試みを、強く促したものと考えら

れる。 

こうした態度は、17 世紀の在華イエズス会士フェルビースト（Ferdinand Verbiest）が、満

洲語の文法をヨーロッパに向けて説明する際、ラテン語とカトリック教会及び教皇の普遍

性への賛美でもって締め括ったのとは対照的である。フェルビーストの世代にとって、普

遍語の位置を占め得るのは唯一ラテン語であり、ラテン語を普遍語とするカトリック世界

こそが唯一の普遍性を体現したといえる。 

これに対し、アミオは満洲語を普遍語とする世界を、ヨーロッパにおける「文芸共和国

（république des Lettres）」と連結しようと試みている。アミオが満洲語の研究を勧めたのは、

ヨーロッパの「文芸共和国」に対してであった。また清朝における漢籍の満洲語への翻訳

事業に関して、アミオはそれが「アカデミー」によって慎重に執り行われていると述べて

いるが、在華イエズス会士はしばしば中国の翰林院をパリ科学アカデミーになぞらえ、さ

らに翰林院は中国における「文芸共和国の一員」であると述べた。満洲語について語る際、

アミオがこのように直接的、あるいは間接的な形で、「文芸共和国」に繰り返し言及したの

は何故か。 

アミオは、自分が満洲語研究を勧めるのは「文芸共和国」の「学者（savants）」に対して

であり、「文学者（littérateurs）」に対してではないと述べている。諸先行研究によれば、18

世紀当時のヨーロッパ知識人にとって「学者」とは、自己満足のために能力を費やす「文

学者」とは異なり、公共性に照らして「有用な（utile）」ものを追求する存在だった。すな

わちアミオは、従来ヨーロッパにおいてほとんど関心を持たれることの無かった満洲語研

究を、「有用な」営為として、ヨーロッパの文芸共和国を構成する「学者」との自負を持つ

人々に、訴えたのである。 

続く 19 世紀、ラングレやクラプロート、レミュザによって、ヨーロッパにおける本格的

な満洲語研究が開始された。彼らにとってアミオの満洲語に関する報告は、最も重要な先

行研究だったため、それらを編纂、出版し、或いは批判的に研究することによって、満洲

語研究の素地を作った。ただそれのみならず、満洲語を「有用な」研究対象としてヨーロ

ッパに伝え続けたことは、19 世紀に満洲語研究が開始されるための環境を少なからず準備

したと考えられる。 
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第六章 清朝出版事業とアミオの中国史叙述 

第六章では、アミオによる長大な中国史叙述『年代記形式による、中国帝国普遍史概説

（Abrégé chronologique de l’ Histoire universelle de l’ Empire chinois）』（1769 頃）を中心に検討

した。17 世紀以来、聖書に基づく「神聖な」歴史を補完するものとしての「世俗の」歴史

に対する研究の機運が高まる中で、中国の歴史に対する関心も高まっていった。こうした

ヨーロッパにおける思潮に呼応して、ゴウヴェア（António de Gouvea）やマルティニ、クプ

レを始めとする在華イエズス会士は、中国の歴史に関する様々な報告をヨーロッパへ送っ

た。在華イエズス会士による中国史叙述は、基本的に『資治通鑑』系統の書物を始めとす

る中国文献に依拠しつつ、様々な独自の要素も含んでいる。これらの要素は、在華イエズ

ス会士によって紹介された中国の歴史への、ヨーロッパ知識人からの厳しい問いに対峙し、

それらに応答する試みのなかで練り上げられていった。 

中国の歴史をめぐる、在華イエズス会士とヨーロッパ知識人の論争とは，概ね中国の歴

史をめぐる真正性（authenticité）を問題とするものだったといえる。「神聖な」歴史を中心

とする歴史叙述＝普遍史を中心とする時代においては，聖書との一致こそが真正性の表現

であった。そのためマルティニは、当時ヨーロッパで公認されたウルガタ訳聖書ではなく、

七十人訳聖書に基づく年代法を採用することによって、中国の歴史が聖書と調和可能であ

ることを示した。何故ならウルガタ訳聖書に従った場合、中国史の起点が聖書に書かれた

大洪水に先行することになり、大洪水の普遍性が揺らいでしまうため、より古い時代を取

扱い得る七十人訳聖書年代法を採用したのである。 

七十人訳聖書の採用は、当時の著名な年代学者フォシウス（Vossius）らからは共鳴を得

たが、その一方で、在華イエズス会士が中国文献に盲従し、それらに記された中国史の古

さを信じ込む故に、最も正統的なウルガタ訳聖書に背いたという批判も惹起した。この批

判は、在華イエズス会士が依拠した中国文献の真正性に対する強い疑念をも含んでいる。 

これに対し 18 世紀前半の在華イエズス会士プレマールやパルナン（Dominique Parrenin）

は、中国の歴史家が史料の確実性に応じて、中国の歴史を「伝説上の」或いは「神話上の」

時代、「疑わしく不確実な」時代、そして「確実かつ疑う余地の無い」時代の三つに区分し

ているという説を提示した。これらは神話時代、神話と歴史の中間の時代、歴史時代と言

い換えても差し支えないだろう。こうした議論の背景には、中国における歴史叙述の誠実

さ、そして自らが依拠する中国文献の真正性を強調する狙いがあったものと考えられる。 

中国の歴史をめぐる論争は、中国上古時代における天文観察記録の信憑性にも及んだ。
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何故なら天文観察記録は、中国では伝統的に歴史叙述と連動して行われ、相互の信憑性を

保証し合うとして多くのヨーロッパ知識人から注目を集めたからである。中国最古の天文

観察記録として、マルティニやクプレの著作に現れた顓頊の時代の五星会合は、著名な天

文学者カッシーニ（Giovanni Domenico Cassini）およびその説を支持する多くのヨーロッパ

知識人から、その信憑性が否定された。 

これに対し、ゴービルを始めとする 18 世紀前半の在華イエズス会士も、当該の五星会合

は中国文献にもほとんど典拠が見られないとして、中国文献の信憑性そのものを傷つけな

いよう努めつつ、この記録を中国史叙述から取り下げた。その代わり『書経』に明確な記

載のある仲康日食については、その信憑性を細かく検証し、この日食が起こった紀元前 2155

年には中国で正確な天文観察が行われたことを証明することによって、他の国々に先駆け

て、既に高度に発達した文明が中国に存在したことを示した。 

如上の論争が展開するなかで、いかなる中国文献をより真正とすべきかという問題も、

議論の的となった。前述の如く、在華イエズス会士は主に『資治通鑑』系統の書物に依拠

したが、これに対し碑文文芸アカデミー終身書記で中国文化に精通したフレレ（Nicolas 

Frèret）は、『書経』や『竹書紀年』に比べると真正性が著しく劣るとして批判した。これを

受けドゥ・マイヤは、フレレが特に好む『竹書紀年』の由来の疑わしさを、中国の学者た

ちの意見を根拠として主張した。この論争の中で、フレレとドゥ・マイヤはそれぞれ中国

における歴史叙述の伝統について、中国で編纂された主な史書および歴史関係書の紹介を

含めて概説しており、ヨーロッパにおける中国史理解の深化を促した。 

以上の在華イエズス会士による様々な議論は、18 世紀末のアミオにも受け継がれた。マ

ルティニ以来の在華イエズス会士が中国史叙述に付加した要素は、アミオの叙述の基礎と

なっている。しかしアミオは、前の世代からの伝統をただ受け継いだのではなく、彼自身

の独自性も随所に見られる。特に重要なのは、アミオが七十人訳聖書年代法のなかでも、

特に古い時期に天地創造や大洪水の年代を置くペズロン（Paul Yves Pezron）の年代法を独自

に採用し、歴史時代の始点を、従来の在華イエズス会士より遥かに早い黄帝の治世第 61 年

に置いたことが挙げられる。これらの独自性の由来は、彼が選択した中国文献、すなわち

清朝による諸欽定書に付された「歴代三元甲子編年」にある。 

さらに重要なのは、従来の在華イエズス会士が「本文（texte）」と「注釈（glose）」を区

別せず、叙述の中に混在させてきた、というアミオの批判である。「本文」とは、康熙帝の

下で編纂された『御製資治通鑑綱目前編』や乾隆帝の下で編纂された『御製繙訳書経』の
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正文などを、「注釈」とは従来の在華イエズス会士が『資治通鑑』系統の書物と共によく用

いた通俗史書の『綱鑑』などを指す。アミオが「歴代三元甲子編年」を選択したことを含

め、ここには清朝欽定書を最も真正な文献とする、強い正統主義的傾向が見られる。 

 

９．結論 

以上の各章で論じた如く、アミオの中国研究は、前の世代の在華イエズス会士によって

打ち立てられた「原基的中国学」を継承しつつ、明確な独自性をも示していた。アミオの

独自性について、ここではヨーロッパにおける普遍性（universalité）をめぐる思想的営みの

歴史との連関を軸に、歴史のなかに位置付けたい。アミオに先行する在華イエズス会士に

とっての中国とは、あくまで唯一の普遍的存在としてのカトリック教会に対する特殊的存

在だったといえる。彼らが中国文明と普遍性とを結び付けて語る場合、それは基本的にカ

トリック教会に代表される普遍性を中国にまで敷衍する形をとった。その表れとして、本

論文でも触れた、陰陽理論を中心とする中国の万物生成思想を把握する際、もっぱらカト

リックの教義との親和性に重きを置く態度や、ラテン語を唯一無比の普遍語とし、ラテン

語によって結ばれたカトリック世界のみに普遍性を見る態度、そして中国の歴史を「神聖

な」歴史の補完物＝「世俗の」歴史として捉える態度などを挙げることができよう。 

これに対しアミオは、中国において、18 世紀後半のヨーロッパに現れた様々な新しい「科

学（science）」の源流や、「公（public）」の理念を中心とする政治運営の模範的あり方、そし

て「ヨーロッパ諸語と同じく」完全であり、フランス語と同等の明晰さと正確さを備えた

普遍語を見出した。こうした 16 世紀末からアミオに至る過程は、ヨーロッパ思想史の大き

な流れ、すなわち中世以来ヨーロッパにおいて持続してきたカトリック教会およびスコラ

哲学の権威が、科学と数学を始めとする諸領域において新しい発見が蓄積され、人間理性

の適用による知識獲得に対し信頼が高まるにつれ、根本から揺らいでいくという過程に即

している。これは、カトリック教会を中心とした世界に関する叙述である「普遍史」から、

ヴォルテールによる「世界史」へという、歴史叙述のあり方における大きな転換が象徴的

に表しているように、普遍性を体現する存在が変わっていく過程としても理解される。 

但し各章において明らかになったように、アミオは決してカトリックを放棄した訳では

ない。それどころか、17 世紀の在華イエズス会士によって打ち立てられた、儒教経書にお

ける「天」や「上帝」をカトリックの神とする説を復活させ、また万物生成理論の最上位

にやはり神を置いてさえいる。さらに第四章で述べた如く、アミオは乾隆帝に対し古代ユ
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ダヤの大祭司を表す「神官長」などの呼称を用い、中国人がノアの子孫を媒介とする原始

キリスト教の正統な継承者であるとほのめかしている。つまり先行する在華イエズス会士

と同じく、アミオにとってもカトリックの権威は脅かすべからざるものであり、中国文明

とカトリックの調和は依然として重大な問題ではあった。しかしアミオの議論は、むしろ

両者の調和を前提と化している。その上で、議論の焦点を新しい普遍の担い手たる科学や

公論、そして有用性を追求する「学者（savant）」から成る文芸共和国の発展に対し、中国

文明がいかに寄与できるかという問題へと移した点に、大きな独自性が認められる。 
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博論の内容の要旨 

 

16 世紀末、イエズス会は中国への宣教師の派遣を開始し、これらの在華イエズス会士が

適応政策のもと精力的に進めた中国研究の成果は、17～18 世紀ヨーロッパで続々と出版さ

れ、知識人の関心を引きつけた。そして 19 世紀前半には、ヨーロッパで正式な学科として

の中国学が創始される。従来の研究は、この 17～19 世紀ヨーロッパにおける中国研究を、

もっぱら萌芽状態から完成へと至る直線的な過程として捉え、この間一貫して中国研究を

牽引した在華イエズス会士における多元性や世代ごとの独自性については、ほとんど議論

が見られない。そこで本論文では、特に研究の乏しい 18 世紀後半の在華イエズス会士に光

をあて、彼らと同時代中国ならびにヨーロッパの各思潮との関わりが、いかにその中国研

究に従来との連続と断続の両面をもたらしたのか、明らかにする。主な研究対象として、

18 世紀後半の在華イエズス会士のうち、最も盛んに中国について報告したアミオ

（Jean-Joseph-Marie Amiot, 1718-1793）に注目し、その膨大な著述のなかから特にアミオが

熱心に論じた問題に関わるものを取り上げ、その思想に対する多角的分析を行った。 

 第一章「孔子像の創造と典礼論争」の内容は以下の通りである。18 世紀前半のヨーロッ

パには、17 世紀の在華イエズス会士の報告に基づく様々な著作が現れたが、その内容と受

容状況には、しばしば典礼論争の激化が強く反映されている。典礼論争は、初期の在華イ

エズス会士が打ち出した、儒教経書における「天」や「上帝」を「天主（キリスト教の神）」

と同一視する解釈や、中国人信者による天や祖先、孔子の祭祀を許容する宣教方針の是非

を焦点とした。こうした論争性を回避するため、儒教や孔子に関する著作では、孔子を人

間道徳の追求者として描き、儒教の世俗性を強調するなどの解釈上の操作がなされた。 

以上の状況を経て、典礼論争が沈静を迎えた後、アミオ『孔子伝』（1786）が現れる。

『孔子伝』は、もっぱら『孔子聖蹟図』や『聖門礼楽統』など、明清時代の中国で出版さ

れた孔子に関する文献に依拠して書かれ、また『孔子家語』なども部分的に用いられた。

ところが、上掲の諸出版物における記述から大きく逸脱した、すなわちアミオが独自に付

け加えた箇所がある。当該の箇所では孔子が上帝と天について論じ、天の祭祀とは目に見

える蒼天に対する儀礼を通じた、不可視の創造者＝上帝への崇拝を表す祭りだと述べてい

る。これにより、祭天儀礼は典礼論争において批判された如き偶像崇拝にはあたらず、さ

らに真の崇拝対象である上帝はキリスト教の神に等しいとほのめかしたのである。如上の

解釈を通して、アミオは典礼論争におけるカトリック教会の決定に反論し、初期の在華イ
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エズス会士が唱えた「天」・「上帝」＝「天主」説を再提示した。 

第二章「中国音楽における科学（science）の発見」は、アミオの『古代および近代の中国

音楽に関するメモワール』（1779）の分析を中心とする。18 世紀ヨーロッパでは、新しい

科学の探究に対する気運が高まるなか、中国科学も盛んな議論の対象となった。多くのヨ

ーロッパ知識人は、中国における道徳や政治の発達を認める一方で、科学、特に思弁的な

科学に関しては停滞論を展開し、歴代の在華イエズス会士も、この見方を否定するには至

らなかった。こうした状況において、アミオは古来中国で音律生成の基礎であった陰陽二

気の相互生成理論、およびその象徴としての卦に、「科学のなかの科学」を見出そうと試み

た。また、アミオは朱載堉『楽律全書』を主な参考文献としたが、中国科学の進歩を証明

しようとするアミオの試みは、朱載堉による新しい音楽理論の探究とその広がりという、

明清時代の中国における思潮とも深く関わっていたと考えられる。 

第三章「メスメリズムと陰陽理論の邂逅」では、第二章に引き続き、18 世紀ヨーロッパ

における科学的探究と、中国の陰陽理論を結び付けるアミオの試みについて論じた。18 世

紀末のヨーロッパに大きな反響を引き起こしたメスメリズムとの出会いは、アミオにとっ

て、陰陽理論を従来の在華イエズス会士およびヨーロッパ知識人とは異なる仕方で捉える

契機となった。アミオは、陰陽理論とメスメリズムの類似性を示し、陰陽理論に依拠して

メスメリズムの有効性を証明しようと試みるにとどまらず、さらに陰陽理論が自然界探究

のための理論としていかに有効かという問題へと向かっている。初期の在華イエズス会士

は、中国の太極や理、陰陽の概念をキリスト教の神とは全く関わりの無いものと捉えた。

これに対し 18 世紀前半の在華イエズス会士や、彼らと中国に関する文通を行ったライプニ

ッツは、太極や理、陰陽をむしろ神そのものと捉えている。アミオの議論は、上記のいず

れとも異なる側面を持つ。アミオは、太極などをあくまでも自然界に属する物質として捉

えつつ、それらの上に神を接続した。つまりアミオは、従来の如く中国の陰陽理論がキリ

スト教の教義と調和可能か否かという問題に拘るのではなく、陰陽理論が科学としていか

に有効か、いかに自然界の解明に寄与し得るのかという問題に焦点を移したと考えられる。 

第四章「清朝の政治運営における公（public）の発見」では、アミオが大量の邸報に取材

して記した、清朝の政治運営に関する報告を取り上げた。従来の在華イエズス会士と同じ

く、アミオもまず中国の最高権力者としての皇帝に注目し、乾隆帝の様々な振舞いについ

て詳細に伝えている。但しアミオは、皇帝のみならず清朝官僚の政治参与についても詳し

く述べ、皇帝が最終的な裁決を下す前に必ず様々な官僚の意見を聞く姿を、しばしば「公
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（publique）」や「公共善（bien public）」の概念を用いながら描いている。このように、アミ

オが清朝の政治運営を「公」や「公共善」と結び付けた背景には、当時ヨーロッパで中国

政治を専制的とする見方が優勢だった状況がある。さらにフランス革命前の公衆、公論、

公共性をめぐる議論の活発化も、アミオの報告に少なからぬ影響を与えたと考えられる。 

第五章「文芸共和国における普遍語としての満洲語」では、アミオの満洲語論をめぐる

言語文化的問題について論じた。清朝成立以降、在華イエズス会士は皇帝に対するヨーロ

ッパ科学の進講を満洲語で行い、また『資治通鑑綱目』などの漢籍をヨーロッパ向けに翻

訳する際、しばしば漢文より平易な満文版を参照したが、満洲語を漢語およびヨーロッパ

諸語と同等に研究価値のある言語として示すことはなかった。これに対しアミオは、満洲

語を、フランス語の如く「明晰な（clair）」言語であり、ヨーロッパ諸語と同等の精密さを

持つ言語だと述べ、ヨーロッパの文芸共和国の「学者（savans）」にとって有用な研究対象

として提示した。こうしたアミオの主張は、乾隆帝のもとで進められていた満洲語改革、

およびその集大成としての『御製増訂清文鑑』（1771）の編纂事業に対する信頼によって強

く促された。また 18 世紀ヨーロッパにおける、公共性に照らして有用であるものを追求す

る存在としての「学者」の理念も、満洲語をめぐるアミオの報告に強く反映されている。 

第六章「清朝出版事業とアミオの中国史叙述」では、以下の内容について論じた。ヨー

ロッパでは 17 世紀以来、聖書に基づく「神聖な（sacrée）」歴史の補完物としての「世俗の

（profane）」歴史に対する関心が高まるにつれ、中国史も大きな関心の対象となった。これ

に呼応し、在華イエズス会士は『資治通鑑』系統の書物を始めとする中国文献に依拠しつ

つ、また独自の要素を付け加えながら中国史叙述を行った。彼らは、公認されたウルガタ

訳聖書ではなく、より古い時代に遡る七十人訳聖書に基づく年代法を採用した。また中国

の歴史家が、史料の確実性に応じて中国史を神話時代、歴史時代、および両者の中間の時

代に区分していると主張し、中国における歴史叙述の誠実さを強調した。さらに『書経』

に記載された仲康日食の証明に努め、この日食が起こった紀元前 2155 年には、他の国々に

先駆けて中国で正確な天文観察が行われ、高度な文明の発達が見られることを示した。 

以上の要素は、アミオによる中国史叙述にも受け継がれたが、アミオ自身幾つかの新し

い要素を付け加えている。従来在華イエズス会士が尭あるいは周威烈王を歴史時代の始点

としたのに対し、アミオは清朝中期に編纂された『歴代三元甲子編年』に依拠し、黄帝を

歴史時代の始点とした。そして七十人訳聖書の中でも、特に天地創造や大洪水の年代を早

い時期に置くペズロン年代法を採用し、そのため従来より大幅に拡大された伏羲～黄帝の
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間に、満文訳『御批資治通鑑綱目前編』に従って九氏を置いた。さらに従来の在華イエズ

ス会士による中国史叙述に関して、中国文献の「本文」と「注釈」を混淆させ、また各文

献の性質を適切に把握していないと批判した。アミオのいう「本文」とは、主に満文訳『御

批前編』や『御製繙訳書経』など、清朝において編纂された欽定書の正文を指し、「注釈」

とは従来の在華イエズス会士が多用した『綱鑑』などの通俗書を指す。 

 以上の六章を通して、アミオの中国研究が様々な点で従来の在華イエズス会士と大き

く異なっており、その背景に同時代ヨーロッパにおける思潮、すなわち科学的探究や「公」

をめぐる議論の活発化などがあることを明らかにした。第一章でみた如く、従来の在華イ

エズス会士と同様、中国文明とカトリックの調和は依然として重大な問題だったが、アミ

オは両者の調和をむしろ前提とし、ヨーロッパにおける如上の新しい思想上の動きに対す

る貢献という面において、中国文明の価値を追求したと考えられる。そこにはヨーロッパ

だけでなく、明清時代中国における思潮、特に清朝の正統思想からの強い影響も存在した。 

 


